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早稲田大学 Seiren Musical Project

美濃加茂市民ミュージアムにある常設展示室
をWEB上で見られます。気軽に「ふらり」と
立ち寄って、気の向くままにページを開いて
みてください。そして、何かここで感じたこ
とがあれば、それを確かめにこの展示室や現
地を訪れてみてはいかがですか…

【ふらりと展示室】

美濃加茂地域を中心とすることがらを
事典形式で解説。

【美濃加茂事典】

Webでも楽しもう！文化の森

文化の森HP
http://www.forest.minokamo.gifu.jp/
→データベース→美濃加茂事典

文化の森HP http://www.forest.minokamo.gifu.jp/
→ふらりと展示室

JR美濃太田駅北口より乗車、「文化の森」下車
（乗車時間約10分）
※時刻表など詳しくは、あい愛バスのホーム
　ページをご覧下さい。　
　http://aiai-bus.com/

■交通
●鉄　道

●自動車
●あい愛バス

 JR名古屋駅から美濃太田駅まで
東海道本線・高山本線経由、
特急「ひだ」で約40分
美濃太田駅北口から徒歩約17分
東海環状自動車道美濃加茂ICから約5分

TEL

■ご利用のご案内
開館時間

休  館  日

9：00～17：00
（ただし、施設の貸出し利用は8：30～22：00まで）
月曜日
（ただし、祝日の場合は開館し、直後の平日休館）
年末年始

展覧会情報のほか、風景・アート・収蔵資料など、
みのかも文化の森の魅力を発信していきます。

【1･2･3 月の休館日】

1 月 15 日（土）
10:00-11:30

参加料：800 円

参加料：無料
講師：古井小学校 SL 保存会

観覧無料
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2 月 20 日（日）
①14:00 ～
②15:00 ～

forum & event ●会場 ●内容●日時

四季を食べる講座
特別講座

「べんとぉ～べんとぉ～」

定員：10名
講師：美濃加茂伝承料理の会
持ち物：エプロン・三角巾・マスク着用

12月  4 日 (土 )～ 12月18日 (土 )  ＊応募者多数の場合は抽選

蒸気機関車を見ながら、保存会の皆さんに SL についてお話いただきます。
定員：各 10 名

1月  4 日 (火)～ 1月18日 (火 )  ＊応募者多数の場合は抽選

12月29日～1月3日、11日、17日、24日、３1日
 2月7日、14日、21日、28日　
 3月7日、14日、22日、28日

「鉄道のまち」展 ～美濃太田駅開業から100 年～

●観覧料
企画展示室    美術工芸展示室   
無料

12月20日、27日、29日～1月3日、11日、17日、24日、31日    
2月 7日、14日、21日、28日

●会   場

12.18     　 3. 6●会   期 土 日―

●観覧料展示ホール 無料

1月11日、17日、24日、31日    2月7日

●会   期

●会   場

土 日2022.

向龍館の釡飯（駅弁）をキノコや筍を使って再現します。作った釡飯は各
自お持ち帰りいただきます。

生活体験館
「まゆの家」

「シゴハチ（蒸気機関車
C58  280)を見に行こう」

美濃加茂市立 
古井小学校
（現地集合）

     東海道線が明治 22 年に全通し、軍事的な目的も含めた国の基盤整備という観
点で東海と北陸を結ぶ鉄道は国も注目をし始めていました。明治の終わり頃、飛
騨縦貫鉄道期成同盟会の組織が立ち上がり国へ意見書を提出してから、建設への
動きが活発化し、大正 7（1918）年にその事業化が決定しました。岐阜から美濃
太田までが大正 10 （1921）年に開通、それに伴って美濃太田駅が開業しました。
今から100年前のことです。さらに翌年には下麻生まで延伸し古井駅も設置され
ます。高山線全線開通は昭和9（1934）年のことです。美濃太田駅は、太多線 ( 昭
和 3年）、越美南線（昭和9年・現在の長良川鉄道）が乗り入れる、まさに東海地
方の交通の要衝です。鉄道の開通は、地域社会に大きな変化をもたらします。外
からの観光客や、日々暮らしている地域の人々の活動が活発になり、利用される
駅を核として新しく道路が作られ、あわせて商店街が形作られるなど経済が発展
していくことになります。
     今回の展覧会では、「鉄道のまち」として、どのように鉄道が整備され人々に
影響を与えたのか、さらに駅を中心とした町の発展がどのように進んでいったの
かを紹介するとともに、今生きる人々の心の中に鉄道や駅の存在がどのようにの
こっているのか、その記憶をたどる場にもしたいと考えます。

第 18回逍遙大賞受賞者・白石加代子の代表作「百物語」に焦点を当て、
舞台写真や取り上げられた文学作品を紹介します。

早稲田大学・美濃加茂市 文化交流事業　 坪内逍遙大賞受賞記念展

白石加代子と「百物語」の世界

1. 8    - 2.13 全国的にも数が減り、加茂地区
でも絶滅危惧Ⅱ類の水生昆虫。
この 2 匹は市内の小学生が「数
が減ってきて貴重だから」と文
化の森に持ってきてくれました。
文化の森の貴重な自然標本と
なっています。（左は山之上町で、
右は蜂屋町で採集。ともにメス） タガメ（コオイムシ科）

観覧無料

白石加代子「百物語」シリーズ 57 話　第十八夜　三遊亭円朝「真景累ヶ淵」

美濃太田機関区 扇形車庫 昭和44年

早稲田大学・美濃加茂市文化交流事業 学生演劇

　早稲田大学小野記念講堂
で上演した作品を YouTube
にて配信中です。
　主人公の「かすみ」が人と
の出会いを通して「頑張る
ことの意味」を見つけます。
舞台の臨場感とドラマが融
合した子どもから大人まで
楽しめるミュージカル作品
です。ぜひご覧ください。

2022.

オンライン配信中‼

2022 年１月３日より時刻改定します。

ミュージアムグッズの紹介
商品価格はすべて税込みです。

　早稲田大学小野記念講堂 ・・

文化の森に新しいオリジナルミュージアム
グッズが 2種類仲間入りしました♪木材の
繊維から作られたクリップです。

デザインは やなぎさわ みか さんです

・
・

各 300円

「ファイバーペーパークリップ」
　　　　　動物編・ドングリ編

こちらのQRコードで
ご覧いただけます

「シャッターチャンス」



2022 年  1月～3月

ていねいな暮らし講座

イベント

民具展示館

まゆの家
（生活体験館）

暮らしの移り変わりや暮らしぶりを知り、忘れてはならない
ものを次の世代に伝えていける機会となれば幸いです。 ー

  
～ 3/13 (日)

●定員●日時 ●名称 ●内容 ●会場 ●参加料

※イベントや講座について、今後の予定や定員が変更になる場合がありますので、電話でお問い合わせいただくか、文化の森ホームページでご確認ください。
※施設を利用される方は、手指消毒、マスク着用をお願いします。

 1/15 (土)
14:00 -15:00 60名

60名

2/19 (土)
14:00 -15:00

市民による朗読です。
作品   『猫年の女房』  『亡母の憶い出』  沢村貞子/作　
　　   『正月四日の客』  池波正太郎/作

市民による朗読です。
作品：『ザクロの木の下で』  柏葉幸子/作
　　   『民子』  浅田次郎/作
　　   『結婚記念日』  井上  靖 /作

15名

市民による朗読です。
作品：『はじめに－雲のピアノ』
　　   『海のピアノ  黒ねこモンジロウの話』あまんきみこ/作
　　   『パズルのかけら 』  内海隆一郎/作 

3/12(土)
14:00 -15:00

ていねいな暮らし
と道具展

第213回 森の朗読会

第214回 森の朗読会

第215回 森の朗読会

緑のホール

緑のホール

1,000円
程度

無料

60名緑のホール 無料

無料

無料

春の草木で絹布を染めます。
持ち物：エプロン

ひな人形、武者人形、動物など　
土びなを飾ります。

かつてこのあたりでみられた簡素な
門松を玄関先に立てます。

【12/ 7 (火)～12/ 26(日)】
15名

アートな 1 日講座
●定員●日時 ●名称 ●内容 ●申し込み方法 ●会場 ●参加料

張り子のまねきねこにアクリル絵の
具で自由に色塗りを楽しみましょう。
持ち物：エプロン、タオル

1/23（日）
13:00-16:00 まねきねこに絵付け 工芸室 700円

【1/25 (火)～2/ 13(日)】
8名

スワロフスキーをつかってキーホル
ダーを作ります。（制作は30分程度）
持ち物：拡大鏡

3/6（日）
13:00-16:30

工芸室 2,000円スワロフスキーの
キーホルダー

春を染める3/10(木)
9:30 -12:00

●定員●日時 ●名称 ●内容 ●申し込み方法 ●会場 ●参加料

　　　　～ 1 / 6 （木）

2/ 5 （土） ～ 4 / 3 (日）

門松立て

ひなかざり

まゆの家

年 中 行 事
自由
観覧

【1/ 4(火)～1/ 23(日)】 各8名
手びねりの技法、またはろくろで簡
単な器を作ります。出来上がった作
品は、後日お渡しします。（送付の場合有料）
持ち物：エプロン、タオル

 2/13（日）
①13:00-14:30
②15:00ｰ16:30

陶芸室 1,000円
申込の際は希望時間を
ご記入下さい。

陶　芸

土びな

　1/20 (木 )～2/10 (木 )

■文化の森ホームページ講座専用申込フォーム
　こちらのQRコードからもお申し込みできます。 →
■はがき（住所、氏名、電話番号、希望講座を記入）
■ご来館
※応募者多数の場合は抽選となります。抽選結果は郵送にてお知らせいたします。

講座にお申し込みいただいた
個人情報は、以下の項目のみに
使用します。
1.お申し込みに関する問合せ
2.講座開催に関する連絡
3.抽選結果の通知

事前申し込み
について

電話、FAXによる受付は行い
ません。右記のいずれかの
方法でお申し込みください。

　
　今年 10月、当館では美術家の阿曽藍人さんの展示を開催しました。
阿曽さんは近年、常滑や多治見などの陶都を経て美濃加茂に移住しま
した。扱う素材は土、ほとんどがやきものです。土は原始的な素材で
すが、阿曽さんは球や正方形などシンプルな形を複数作り、それらを
並べて洗練された空間芸術を発表してきました。

　展覧会に向けて構想を具体化する中で、阿曽さんから森に土の玉を
置き、展示室に新作の土の柱と球を並べて森と室内に相似関係を作る
という提案を頂きました。そこで、森に土の玉を展示して撮影した写
真をチラシ等に使うことにしました。土の玉は重いので、最後は阿曽
さんが転がして位置を決めます (1)。完全な球形は自然環境下では異質
です。しかし時間がたつほど、作品は不思議とその場に馴染みました。
実はこの作品、森に置く想定で作ったものだそうです。それが初めて
叶ったと阿曽さんは教えてくれました。
　新作の土の柱に使う陶板と球は、文化の森の陶芸窯で焼成しました。
焼成した玉は、芝生で冷まします (2)。柱用の板は薄く、乾燥中に割れ
たものもありましたが、破片まで丁寧に窯入れしました (3)。
　
　最初、開会は9月 25日の予定でしたが、感染症の拡大を受け9月末
まで休館が決定します。そこで会期を後にずらして 10 月 1日の開館
を目指し、展示作業を始めました。9 月 18 日、作品搬入。最初に、
柱と球の展示 (4) から始めました。床と天井に着くか着かないかの微
妙な高さ調整を工夫しました。次に≪Light  Field≫の展示です。薄い陶
板は割れやすく、緊張感のある緻密な作業の後、ようやく暗闇に浮か
ぶ光の風景が広がりました (5)。全長 10mの大作は家で広げられず、
展示室で初めて全体を見たのだそうです。展示後、阿曽さんは穏やか
な表情で、その光景を見つめていました。
　常滑、美濃、新潟県十日町の土を使った陶板の作品 (6) を飾り終え、
阿曽さんは最後に柱と球の空間の出口扉を開けると決めました。閉じ
ないほうが「呼吸できる」と阿曽さんは言います。実は他にも可動壁
が直角に接する部分は隙間ができるよう、阿曽さんは壁を配置してい
ました。その言葉に、土の玉が森に馴染んでいった撮影の時を思い出
しました。作品の息使いを感じられるような空間づくり－阿曽さんの
表現の真髄に触れたと感じました。
　
　会期中、阿曽さんの工房見学とワークショップを開催しました。
　工房 (7) では作品の窯出しを見せて頂きました。まだ熱い土器を窯
から出して、木くずに投入すると炎が上がります (8)。最後に、展示
に使った陶板や土の玉の作り方の秘密も教えてもらいました。
　ワークショップでは、まゆの家の庭に作ったレンガ積みの窯で文化
の森で採れる赤土を使った陶板を焼きました。蛙目粘土と水を加えて
練り粘土にし、石膏板に薄く伸ばして乾燥させ、焼成しました (9）。ま
だ熱い陶板に植物を押し付けると燃えて、炭素になります (10)。1 枚
1 枚の完成を楽しみながら待つ、和やかな雰囲気に包まれました。
　10月 31日、最終日に行ったトークには、地元だけでなく遠方のお
客様も来館されました。17時、展覧会は終了しました (11)。　（Y.W）

「阿曽藍人 Inner Land 内なる大地へ」制作レポート

展覧会チラシ

(1) 撮影の準備

(2) 芝生の緑に映える土の玉

(3) 柱用の陶板を窯に入れます

(4) Inner Forest

(5) Light Field

(6) 左 : 新潟 右 : 常滑 中央 : 美濃の土

(9) ワークショップ　焼成待ちの様子

(7）阿曽さんの工房

(8) 炎と煙が上がる様子

(10）焼きあがった陶板作品(11）最終日の閉幕後　展示室入口で　






